








1 研究計画

1)先天性甲状腺機能低下症の早期発見に関する研究

　先天性甲状腺機能低下症は早期に治療を行わないと永続的な知能低下を来た

すため早期発見が必要である。我々はガスリー法による乾燥濾紙血液を用い血

中 TSH を測定する方法を開発した本症のスタリーニングを行なっている。また

サイロキシンの測定を行ない比較険討している。一方臨床的にはチェックリス

トを用いスタリーニングを行ない、また過去の患者について臨床統計をとりつ

つある。これらを綜合して早期発見の資としたい。


